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事業評価に係る補足説明資料（令和 2 年度参加者振返り）    青陵インパクト 

 



 

 



 

 

 



 

 

 



チャボ！では，地域の高齢者や障がいのある方に届けられる弁当に添える手紙書きボランティアを月１回行って

います。1月9日(土)に若林区中央市民センターでおこなった手紙書き活動には，4年生から6年生8名が参加

しました。郵送での参加は7名で，29種類の手紙が出来上がりました。（以下に一部紹介します） 

手紙の内容は新年のあいさつや体調を気遣うものなどで，イラストも工夫して描いていました。 

「チャボ！」は若林区中央市民センターで活動している小中学生のボランティアです。 

現在は26名が登録して活動しています。 
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少し早いですが・・・今年度の活動の振り返りをしました！ 
 
・チャボ！で印象に残っていることは，野菜の収穫と海岸のごみ拾いです。収穫はとても楽しくて，ごみ拾いはビーチサッカ

ーが印象に残っています。（小4） 

・ビーチクリーンで思っていた以上にゴミがあったことが印象に残っています。ビーチクリーンでゴミをたくさん取り，

ゴミを減らす活動をしたいです。（小4） 

・毎回手紙を1枚書くのに時間がかかってしまうので，時間を短縮できるように頑張りたいと思いました。（小5） 

・色々な人と出会って，色々な活動ができてよかったです。あかねグループの人や弁当を受け取る人と会うことができ

たし，植樹やごみ拾いという地域にとって大事な仕事もできたし，友達もちょっと増えたのがチャボ！に参加してよ

かったことだと思います。（小6） 

・わたしがチャボ！の活動で一番印象に残っているのは，11月の深沼ビーチクリーンと荒浜小学校見学です。私は初め

て海に行ったので，海がこんなに汚れていると知って驚きました。東日本大震災の時はまだ小さかったので，実際に

見てこんなに大変なことが起きていたのだと知って震災って怖いなと思いました。（小6） 

・私がチャボ！の活動に参加してよかったことは，友達が増えたことです。植樹会に行って木を植えたことも印象に残

っています。（小6） 

・ダンス制作が一番印象に残っています。弁当配達グループが配達している間の時間を使って作りましたが，案外早く

ダンスを作ることができました。これから頑張りたいことは，手紙書きの絵をうまく書けるようにしたいです。（小6） 

・今年初めてする活動もあって少し心配もあったけれど，楽しかったのでよかったです！！（小6） 

・手紙書きやチャボ！ダンスがとても楽しいです。皆でのダンスをもっとうまくなって，たくさんの人に元気になって

もらいたいです。（小6） 

・コロナの影響で友達などにも会えない中で，自分も誰かのためになれるのでは・・・と感じることができました。 

あまり，参加することができませんでしたが，チャボ！の活動以外でも進んで地域のためにできることをしていきた

いと思いました。（中2） 

・地域の方や他の学校・他の学年のチャボ！メンバーと触れ合うことができ，とても楽しいです。 

来年度は受験生になり，チャボ！として活動できる最後の1年なので，できるだけ多くの活動に参加したいです。コ

ロナ禍で大変な状況ですが，チャボ！の活動で地域の方々を少しでも元気づけられたらいいなと思います。（中2） 

・作業をすることが好きなので，手紙書きなどの活動ができてよかったです。（中2） 

 

 

 

 

【連絡先】 仙台市若林区中央市民センター （仙台市若林区南小泉１-１-１）   

ＴＥＬ 022‐286-1901           担当 山下 友子 

「チャボ！通信」を若林区中央市民センターのホームページに掲載しています。どうぞご覧ください。 

ホーム > 若林区トップページ > 若林区のおすすめ > 若林区中央市民センター 

http://www.city.sendai.jp/wakabayashi-kikaku2/tyuuousiminnsennta-.html 
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事業評価に係る補足説明資料（令和 2年度参加者振返り） つるっこ画樹園～実れ!鶴心!!～                

「つるっこ画樹園～実れ鶴心～」が 6 月下旬から始まりました。水彩画を本格的に学ぶ機会でした。学

んで、実際に書いてみてどうでしたか。 

①やっぱり前より上手く描くことが出来ました。時間をかけて描きました。疲れた。 

②とても楽しかったし、いい経験になった。 

③水彩画はあまり得意ではなかったし、する方ではなかったので、学べてよかった。 

④とても難しいが、去年より上達した。 

⑥色彩の使い方や光の当て方が学べた。 

⑧２回目だけど水彩画を書くのが難しかった。 

⑨昨年より特徴のない難しい絵を描いたが、コンクリートの色など学ぶことが多くてよかった。 

⑪難しいけど楽しかった！！ 

⑭色の重ね方やつけ方が難しく、なかなか上手くはいきませんでした。しかし、完成したとき

の出来栄えは結構いいものになったと思います。 

⑮最初は難しすぎて少しいやだったけど、何でもやってみるとうまくいかないけど、終わった

後にやってて良かったと思える。 

⑯水彩画を練習したいと思っていたので、とても楽しく勉強できてよかったです。 

 

「杜の美術セカンド展」で、地域の風景などを題材にして作品を展示し、観てもらいながら交流し、鶴ケ

谷の良いところを見直してもらって元気を届け、元気をもらう交流…について、企画し実施してきました。

あなたはどう向き合っていましたか。 

①地域の人がとてもやさくし話して来てくれました。凄く頑張ったね～と言われ嬉しかったで

す。コロナでいろいろ対策して頑張ったかいがありました。 

②初めての経験だったので、とても緊張したけど、やるからにはいいものにしようと思ってや

った。先生方からの無茶ぶりも少なくなかったががんばった。 

③地域の人たちに美術部の良さが伝わるよう、みんなで協力して作り上げた作品ばかりなので、

成功したと思う。(伝わったと思う。) 

⑥鶴ケ谷のどういう所が良いと感じたのか、どう表現するか、考えた。 

⑨元気をわけてあげることができればと思いながら活動してきました。 

⑪みんな楽しみながら鶴ケ谷について知ってほしい。 

⑬お客さんにどうしたら楽しんでもらえるか、がんばって考えた。 

⑭地域の方に、地元のよいところを実感・再確認してもらうため、自分なりに努力しました。 

⑮お客さんに楽しんでもらうために笑顔でやった。 

 

コロナ禍の中で、実現に向けて企画の内容を繰り返し見直し「ブラッシュアップ」する作業にどう向き合

ってきましたか。 

①何回も対策して大変でした。向き合いかたもいろいろありましたね。 

④どんな環境でも楽しんでもらえるように向きあった。 

⑥去年使って良かった作戦を探したり、今年使えそうなものを見つけたりした。 

⑪改善して来てくれた人に楽しんでもらいたい！ 

⑫実現できるか考えながら向き合っていた。 

⑬大丈夫かなって思ってやってた。 

⑭コロナ禍の中で、どう開催するかどう良いものにするか、先輩方とよく話し合っていました。

自分も、一員ということを自覚して、積極的に参加していました。 
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あなたの「杜の美術セカンド展」への思いや期待してことは、どんなことでしたか。 

①コロナでとても大変でした。フェイスシールドや密にならないように対策を頑張りました。 

②2 年生で唯一初めてこの企画をやる人だったが、なんか色々リーダーになりすぎて焦りまし

た。もともとは、それなりに形になればいいと考えていましたが、途中から「やるからには完

成度を高めたい」という思いで頑張りました。 

③2 年生がきちんとお手本を見せられること。それだけ期待していました。もちろんカフェの

こともあるけど。 

④色々な人に笑顔になってもらうこと。 

⑥できたら去年より少し多い人数で、何事もなくスムーズに進められたらと思った。 

⑦来てくれた人たちが楽しんでくれるようなイベントにしたいと思っていた。 

⑧昨年はコロナ禍ではなかったので、何も心配することはなかったけれど、今年はコロナ禍だ

ったのできちんとお客さんが来てくれるか心配だった。 

⑨時間が短くなってしまったが、昨年より広報に力を入れたため、少しだけでも人はきてくれ

るだろうと思った。 

⑭とにかく、楽しいものにしたかったし、地域の人にたくさん来てほしかったです。そして、

楽しんでもらいたかったです。 

⑮人（子供）が来るかな～と、うまくいくといいな～と。 

 

その期待したことは、「杜の美術セカンド展」当日どのようになりましたか。 

①当日多くの人がきてびっくりしました。 

②やっぱりアドリブも多かったけどかなり実現させられたと思います。時間内でできる最大限

を出せたと思います。 

⑥去年より多い人数で来てくれて、お客様の年齢層が小学生が増えてうれしかった。 

⑧きちんとお客さんが来てくれて良かった。 

⑨たくさんの人がきてくれてよかった。 

⑩大変だったけど、成功してよかった。 

⑪コロナ対策もしっかりされていて、みんな楽しめたと思います！ 

⑬お客さんもいっぱいきてくれて、うれしかった。 

⑭カフェからは動けませんでしたが、多くの人が来てくれたし、楽しんでくれたようでよかっ

たです。私も楽しかったです。 

⑮思った以上にできたと楽しかった。 

 

あなたは「杜の美術セカンド展」の企画と実施を通じて、自分自身に得たものはありましたか。それはど

のようなものでしたか。 

①地域の人のことを考えて、行動すること、自分の意思を持つことが大切だと思いました。 

②人前でも堂々と話すことで自信が持てました。またリーダーとして皆に指示を出す際、計画

的に行動することが大切だと分かりました。 

③自分に得たものは「友情」です。 

④思いやりの心。 

⑤どのように接客するか。 

⑥ご老人との接し方、対応の仕方を学べた。 

⑧１年生といっしょにできることができた。司会の進行。 

⑨接客のスキル 

⑩子供たちの笑顔 



⑪人前に立ってしゃべる自信が少しついた。先輩と仲良くなれた。 

⑫人との交流方法、笑顔の作り方 

⑭地域を盛り上げていくこと、それが大事だと思いました。 

⑮明るく接すること。協力すること。 

 

「杜の美術セカンド展」の企画と実施を通じて、来年の「サード展」に向けて、来年の自分に伝えたいこ

とは。 

①後輩の成長を見る。 

②来年は私達は 3年であまり協力できませんが、今の 1年や次の 1年のサポートをしたり、私

達のやってきたことを残していきたいです! 

⑤次の 1.2 年のために行ってあげて。 

⑥体力と表情に気をつけて。 

⑦来年の 1，2年頑張れ!fight!! 

⑧来年もコロナ禍かもしれないが、できるということを伝えたい。 

⑨来年、今の 1年生を支えられるように手伝いにいく。 

⑪来年もコロナやインフル対策してがんばれ。 

⑫またカフェやる時は、はやりの飲み物を入れようね。 

⑬がんばってほしいですね。 

⑭今年は、コロナであまり大きなことはできなかったけど、来年はもっと環境が良くなると思

うので、今年よりもっと楽しいものにしてほしい。 

⑮今年以上にいいサード展にしたい。 

 

来年の「鶴っこ画樹園～実れ鶴心」の活動に向けて、「反省」「活動のアイデア」「抱負」「期待」を書き記

して、残しておきましょう。 

①反省は、「絵を描いて」と頼まれても断り、「コロナなので」と言ってたのですが、小さい子

が増え初めて「絵を描いて」って言われても断ることを忘れたみたいで、普通に描いてあげ

てました。最初に入った地域の人にも描いてあげたほうが良かったのでしょうかと思いまし

た。 

②もっとしっかりと事前に報告を受け、こちらで準備する時に余裕をもてるようにすれば、さ

らに完成度を高くできると思います！ 

⑥まわりの状況など、同時作業ができなかったのを反省。 

アイディア⇒みんなで作品を完成させるで、ボードに絵や文字などかいてもらう。 

⑨反省‥昨年くらいたくさんの人が来てくれたこと アイディア…コロナ対応のカフェコー

ナーがやりやすかった。抱負…来年、サード展には参加することができないが、現 1 年生を

支える形で参加する。期待…今年より人がくること 

⑩えんぴつをつけたほうがいいと思う。あと消しゴムをつけといたほうがいいと思いました。 

⑫反省⇒作る立場でも、しっかり作る物などを記憶する。アイディア⇒次はその時のはやりの

物を入れる。抱負⇒お客様を喜ばせる！！ 

⑬自分の経験をもっと言えるようになれればと思います。 

⑭来年には後輩ができるので、先輩としてリードしていったり、共に「つるっこ画樹園」を盛

り上げていきたいです。 

⑮来年は、やるコーナーが違っても今年（去年）以上にお客さんに笑顔で接する。 


